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　この「あとがき」の原稿は梅雨
の時期に書いていますが，東京地
区に関しては，今年は梅雨の時期
の雨量が少ないようです．本号が

発行される頃は暑さも本格化しているでしょうが，水
のほうは大丈夫でしょうか．
　さて，今月号は「特定健診項目の標準化と今後の展
開」と「輸血関連副作用」を取り上げました．「特定
健診」は鳴り物入りではじまりましたが，本誌にも記
載がありますように，その普及は満足できる状況では
なく，当初期待していたほどの効果も上げていないよ
うです．わが家の状況を考えても，私自身は職場の健
診で特定健診項目も検査していますが，専業主婦であ
る家内は受診していないようです．受診率の向上は当
面の課題であり，効果的な戦略を練る必要がありそう
です．
　特定健診項目の標準化のほうは着々と進んでいるよ
うで，ヘモグロビン A1c の日本糖尿病学会（Japan 
Diabetes Society；JDS）値から，米国 HbA1c 標準化
プ ロ グ ラ ム（National Glycohemoglobin Standard-
ization Program；NGSP）値への移行などは，その代
表的な例でしょう．しかし，今後解決されるべき課題
が数多く残っていることも，本誌に示されている通り

です．何百年後かに振り返ってみたとき，恐らく現在
は臨床検査の創世記と位置付けられるのではないかと
思います．20 世紀に入って本格的に利用されるよう
になった臨床検査（検体検査）は，21 世紀前半の時点
では標準化も十分なレベルまで達成できていなかっ
た，などと評されるのではないでしょうか．この分野
でのさらなる進歩を期待したいところです．
　輸血もまた，20 世紀に入って本格的に利用される
ようになった治療法ですが，本誌に示されているよう
に，その安全性は格段に向上しました．「輸血関連副
作用」について数多くの事実が明らかとなり，これに
対する対処法も大きく進歩しました．しかし依然とし
て副作用の危険性は残っており，さらなる安全性を確
保に向け，今後も対策は進歩していくと予想されま
す．ただ輸血に関しては，人工血液のように，これに
かわる画期的な治療法が開発される可能性があると個
人的には思っています．すなわち輸血は一時代を築い
たと治療法ではあると思いますが，いずれは過去の治
療法になってしまうと考えるのですが，果たしてどう
なるでしょうか．もちろんそれは当分先のことであ
り，われわれの次の世代以降の話ではあるでしょうが．

（佐藤尚武）
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